
平成 26 年度（第 58 回）船員労働安全衛生月間について 
“海から願う家族の笑顔 笑顔に応える無災害” 

 
 
１．月間活動の概要 

船員労働安全衛生月間は、海上における船員労働安全衛生思想の普及、船舶所有

者や船員による自主的な安全衛生活動の促進等により船員災害の防止を図ること

を目的として昭和 32 年度から実施され、今年度で 58 回目を迎えた。 
平成 26 年度は、平成 26 年 9 月 1 日から 30 日までの 1 ヶ月間、主唱者（国土交

通省、水産庁）、協賛者（船員災害防止協会、地方（地区）船員労働安全衛生協議

会）、協力者（関係行政機関、関係地方自治体、船主団体、労働組合、関係法人等）

及び実施者（船舶所有者、船員）が一致協力して、全国各地において積極的な活動

を展開した。 
また、今年度は特に化学物質等安全データシート（SDS）に、暴露限界値（TLV）

が記載されている化学物質について、当該物質の量を計測するための検知器具が備

置されているかどうかの確認、海上労働条約批准に伴う改正船員法の内容を踏まえ

た指導等を行った。 
 
２．各地域における活動 

（１）大会、講演会等の開催 

①船員災害防止大会       １８か所    １，２６５人 

船舶所有者や船員等の関係者の意識向上を図るため、講演、大会宣言の採択、

船員労働災害防止優良事業者認定証の伝達や、保護具の展示及びその相談会を

実施。 
・室蘭 ・塩釜 ・横浜 ・新潟 ・名古屋 ・大阪 ・舞鶴 
・和歌山 ・神戸 ・姫路 ・広島 ・尾道 ・倉敷 ・周南 
・松江 ・高松 ・福岡 ・那覇 

 
②講演会、講習会等       ６３か所    ２，８２３人 

・生存対策講習会（サバイバルトレーニング） 
・健康に関すること（生活習慣病や食生活について） 
・AED の使用方法及び応急手当方法 
・ライフジャケットの着用について 
・気象や海象について 
 

（２）船員無料健康相談所の開設   １１１か所      ６８５人 

月間中に（一社）日本海員掖済会、（一財）船員保険会、（独）地域医療機能推

進機構、地方運輸局長等が指定した医師の協力を得て船員無料健康相談所を開設

し、健康相談を実施した。 
 
（３）その他 

海上で操業中の船舶や船員に対して、巡視船、県漁業取締船等による月間実施

の周知や、カーフェリーの防火・退船操練、船内調理場内の衛生検査等を実施し

た。 
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【参考】 

 
船員災害防止大会 

   
保護具の展示                  合同庁舎前垂幕 

   
訪船指導 

   
旅客向け飲食店調理室              船員用調理室 

  



カーフェリーの防火・退船訓練 
消火活動 

   
消防艇・巡視艇放水 

   

旅客の避難・誘導 

   

救助艇降下                   救命浮器降下（シミュレーション） 

   


